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は じめに
　本稿は マ リア ・モ ン テ ッ ソーリ （Maria　Montessori，1870−1952）が／904年 に発表 した
‘’
In且uenza
delle　condizioni 　di　famiglia　sul　livello　intellettUale　degli　scolari −Rcerche 　d
’
Igiene　e　Antropologia
Pedagogiche　in　rapporto 　all
’
Educazione
”1 （「児童の 知的水準に及ぼ す家庭環境の影響一教育に
お ける衛生 及び教育学的人類学の研究」）の 内容を検 討す る こ とで 、彼女 が 1907年 に創設 した
「子 どもの 家」の 教育に 携わる 以前 に子 ど もと教育につ い て どの ように認識 して い た か を明 ら
か に しよ うとす る もの で ある 。
　モ ン テ ッ ソ ーリは女性と して は じめて ロ ーマ 大学の 医学 部を卒業 し医学博士 とな っ た が、知
的障害児の 治療教育 に関わ っ た こ とを契機 と して 教育活動 へ と重点を移すよ うに な る 。 医学か
ら教育学へ 移行する19世紀末か ら1907年まで の 約 10年間に彼女 は医学 、生理学、人類学 、 女性
解放思想、社会主義思想 など様 々 な思想や学問に影響 を受け、それ ら を複合的な視点で取 り込
みなが ら、独自の 思想 を形成 して い っ た 。 人類学に 関し て は 、1899年秋か ら 1906年ま で ロ ーマ
の 国立女子高等師範学校 で 、さらに 1904年 か ら1908年 にか けて ロ ーマ 大学教育学部で講義を行
い 、ロ ーマ 大学で の 講義録を A ロ亡ropologfa 　pedagogfca （1910）z （「教育学的人類学』）と して出版
するな どの 成果 を残 し て い る。また、同時期 に 、モ ン テ ッ ソ ーリは教育学的人類学に関連する
数編 の 論文 も書 い て い る 。 この 時期に行われた知的障害児治療教育 の経験 と併せ て 、人類学研
究は モ ン テ ッ ソ ーリの 教育思想の 形成 に基礎 的な土台 を与 え る こ とに な っ た と考え られる 。
　 しか し、モ ン テ ッ ソ ーリに 関す る研究の 中で、彼女の 人類学研究を取り上げた研究は ほ とん
ど な い 。『教育学的人 類学』に関して は、当時の 優生学思想との 関連 で 取 り上 げた山内紀幸 に
よ る研究 3 が あるが、これ以外の 論文に 関し て は不問 に付 された まま で ある 。
　本稿で 取 り上 げる論文は、モ ン テ ッ ソ ーリが 「子 どもの 家」の 教育で脚光 を浴び る以前の 1904
年に、イ タ リア の ボ ロ ーニ ャ で 刊行 された学術雑誌 fO
’
Vista　di　filosofia　e 　scienza 　atiine （「哲学 ・
科学誌』）に掲載 された もの で あ り、また、イ タ リ ア 語で 書か れて い るこ と もあ っ て 、これ ま
で ほ とん ど内容を知 られて こ なか っ た。筆者 は これを フ ィ レ ン ツ ェ 国立 図書館に依頼 して マ イ
ク ロ フ ィ ル ム 化 し、本稿で こ の 内容 を詳 し く検討 しよ うとする もの で ある 4 。こ の 論文で モ ン
テ ッ ソ
ー リは小学校の 児童 を対象に い くつ か の 視点か ら家庭環境 と学業成績の 関係 を調査 し、
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考察 した 。 調査 は約 100年前に 実施 された もの で あ り、調査の 方法や内容が 当時の 学問の あ り
方 や社会規 範に影響を受けて い て 、現代的 な視点か ら見れば特殊な面 もあ るが 、当時の 学問と
社会の 状況 を反映 し て い て 興味深い 。 さ らに 、 こ の 論文に は モ ン テ ッ ソーリの教育思想の形成
に関わる重要な諸点が含まれて い る 。 これ を検討する こ とで 、彼女が初期の 教育学的人類学研
究か らど の よ うな問題意識 を形成 して い っ た か を明 らか に し た い 。 特に 、 モ ン テ ッ ソ ーリが下
層の 子 ど もの 補償教育 とい う新 しい 視点 を打ち出して い る点に注 目し た い 。当時は階層格差の
大 きな時代で あ り、下層の 子 ど もは教育 を受 ける機会を制限されて い た し、彼 らを取 り巻 く環
境 もはなはだし く劣悪な もの で あ っ た。下層の 子 どもが就学する場合は さま ざま の 不利 な条件
を背負 っ て 通学せ ざる を得ず、学業成績に関 して も不利 な立場 に留 まらざるを得 な か っ た 。
　現 代社会で は、経済格差 に基づ い て 受け られる教育や教育効果に も格差が生 じ 、教育を通し
て 階級 が再生産される と い う点 が、教育 の 「階級再生産」と して批判 されて い る 。 覡 代の 日本
社会で も経済格差 の 拡大 が指摘 されて い るほか 6、近年、親の 所得 と子 どもの 学歴 との相 関関
係が実証的な形で指摘されて い る。7
　モ ン テ ッ ソ ーリは すで に 100年前に 、 こ の 問題 に つ い て 関心を もち 、 子 どもの学業成績 と家
族状況 、そ して子 ども の 身体 に注 目して 調査 を進めて い る。当時 「階級再生産」 と い う言葉は
なか っ たが、本稿で 取 り上げる論文で彼女は教育の 「階級再生産」と も言え る問題 に つ い て も
触れ 、 それに対する補償教育の あり方 も示唆 して い る 。 さ らに 、 こ の 論文に は モ ン テ ッ ソ ーリ
の 後の 教育思想 の 萌芽 とも見 られる視点が伺われる。モ ン テ ッ ソ ーリが教育思想 を形成する以
前に書か れた この 論文の 内容 と言説 を掘 り起 こ すこ とで、彼女が初期の 教育学的人類学研究か
らどの よ うな視点 を得た の か を検証す る e
1．人類学研 究に よ る視点
　 モ ン テ ッ ソ
ーリが 人類 学研究 を学 ん だ当時の イ タ リ ア で は 、犯罪人類学 の ロ ン ブ ロ ーゾ
（Cesare　Lombroso 　，1835−1909）、生理 学的人 類学の デ ・ジ ョ ヴ ァ ン ニ （Achille　De　Giovanni，
1838−1916）、 教育学的人類学研究の セ ル ジ （Giuseppe　Sergi，1841−1936）らが大 きな影響力 を
もっ てお り、モ ン テ ッ ソーリも彼 らか ら影響 を受けた 。8
　 モ ン テ ッ ソ
ーリは人類学 を中心 と し た諸研究か らい くつ か の 視点 を得 て い る。それ らは主に
『教育学的人類学』の 中で現れて お り、 これ に つ い て はすでに別稿 9 で詳 しく論 じた が 、こ こ
に簡単に まとめ て お く。
　まず第 1 に、モ ン テ ッ ソ ーリ は、人類学研究 を通 し て 、人 間の 発達に対する外 的 ・環境的要
因へ の 関心、特 に教育へ の関心を深め た こ とが 挙げられる 。 当時の 人類学研究は人間 を生物学
的、動物学的、生理 学的に研究 し ようとする方法 を取 る もの で あ り、環境 的要因よ りも遺伝的
要 因の 果 た す役割に関心 を も っ て い た 。 こ の ような傾向か ら、モ ン テ ッ ソ ーリは 、生来犯罪人
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早 田 ：モ ン テ ッ ソ
ーリに よ る教育学的人類学研究の 諸相
が存在するこ とを論 じた ロ ン ブ ロ ーゾ を
一
生理学的決定論」（determinismo　fisiologico）Loと して
警戒 した 。 しか し、彼女は これ らの 理論の 中に も遺伝的要因や生理 学的要 因とは異な る外的要
因 、 すなわち家庭環境や社会環境 など の 環境的要因に 対する関心 が存在 した こ とを見出 し た 。
そ し て 、自 らは環境 的要因や教育に対する関心 を深めた の で あ る 。
　第 2 に、モ ン テ ッ ソ ーリは ロ ーマ 大学時代の 師で あ っ たセ ル ジ か ら教育学的人類学研究と い
う教育学と人類学の 新 しい 方 向を学ん だ こ とをき っ かけ と して、それ以前の ように子 どもを集
合的に 見 るの で は な く、子 ども 1人ひ と りを個別的に研究す ると い う新しい 視点 を得 た。
　第 3 に モ ン テ ッ ソ ーリは人類学や医学、生物学な どの 研究を通 して 、人間の 内的生命 を援助
す る とい う思想 を形成 し た。『教育学的人類学』で モ ンテ ッ ソ
ー リは、適切 な環境 と教育の 中
で こ そ 「あ らゆ る 生命の 力 （tutte　le　forze　della　vita） を発達 させ る可能性が生 じるで あろう」
ll
と述 べ て 、「個々人の活動を最大限に進展 させ る」教育の 重要性 を指摘 し た 。 そ し て 、「生 命の
自由で 平和な発達 とい う勝利」12に向 けて 、生命が外的要因に よ っ て妨げ られ るこ と の な い よ う
生命力を生 か し援 助す る と い う教育概念 を示 し て い る。さ ら に、η me ‘odo 　della　pedagogfa
scientifica　applicato 　al1
’
　educaziofle 　infantile　ll lle　case 　dei　batnbini（1909）（『「子 ど もの 家」の 子 ど
もの 教育に摘要された科学的教育学の 方法』以下 『科学的教育学の 方法』 と記す）で 、彼女は
「人類の あらゆ る勝利 あ らゆ る進歩 は内的な力に立脚する」、「世界を進歩させ るの は生命の 内
的で 壮大な 力で あり、 しば しば 、 無意識 の 中に 隠れて い る」
13と述 べ て 、「内的生命」 に 対する
考 えを深 め、それ をもとに人 間や 文化の 進歩 を図 っ て い こ うとする教育姿勢を確立 した 。
　こ の よ うに モ ン テ ッ ソ ーリ は さまざまな視点や思想を人類学か ら得 、さらに、生 理 学や女性
解放思想 、その 他、西欧 の 教育思 想に も影響を受 けて 、教育思想 と方法を確立 し て い く。
　本稿 で 取 り上 げる論文には どの よ うな視 点が見 られ る の で あ ろ うか 。こ の 論文 は モ ン テ ッ
ソ
ーリが教育思想 を確立す る以前に書 かれ た もの で あ り、 彼女の 教育思想 の 基本的原理 の 萌芽
的側面 を見出す こ とがで き る 。
　 こ の 論文の 発表 と前後 して 、モ ン テ ッ ソ ーリは人類学に関する論文 を さらに 3編書い て い る。
1904年に は、
“
Sui　caratteri 　antropometrici 　in　relazione 　alle　gerarchie　inte皿ettuali　dei　fanciulli
nelle 　scuole ・Ricerche　di　antropologia 　pedagogica （1）
”
（「小学校 児童の 知的地 位 と身体測定上
の 特徴と の 関連
一教 育学的人類学研究 （1 ）」）を、1906年には 、
“Caratteri　f sici　delle　giovani
donne　del　Lazio
”
，　 Roma （「ラ ツ ィ オ州 に お け る若 い 女性の 身体 的特徴」）と
“
L
’
　importanza
dell’　etnologia 　regionale 　nell
’
　antropologia 　pedagogica
“
．Milano（「教育学的人類学に お け る地域
民族学の 重要性 」）を発表 して い る。い ずれの 論文の 題名に も 「教育学 的人類学」 と い う用語
が用い られて お り、こ の時期 に モ ン テ ッ ソ ーリが こ の 分野で の 探求を深め よ う と した こ とが理
解 で きる。また、い ずれに も子 どもの 学業成績 と身体的特徴 、 地域性と身体的特徴 とい う視点
が盛 りこ まれて お り、 形態学的人類学 （antropologia 　morfologica ）の 視点 と教育学研究の視点
が あり、人間形成に お ける内的要因と外的要因に 対する視点 が加わ っ て い る こ と もわか る。
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2、 論文 厂小学校児童の知 的地位 と人体測定上 の 特徴 との 関連 　教 育学的人類学
研 究 （1）」の 内容
　 本稿 で論 じる論文の 内容の 検討に 入 る前 に、同 じ1904年の発表で あるが 、こ の 論文の 前に 出
された 「小学校 児童の 知的地位 と身体測定上の 特徴と の 関連一教育学的人類学研究 （1 ）」の
内容につ い て若干触れて み た い 。
　 モ ン テ ッ ソーリは、この論文にお い て人類学研究の 視点 か ら児童の身体的特徴 に注 目し て 、
ロ ーマ 在住の小学生 105名を対象に体重、身長などに関 し て 測定 し た結果を明らか に した 。 また 、
同時に 、 児童の知性 の 形成に関心をもっ て い たモ ンテ ッ ソ ーリは、児童の 身体的特徴の 調査結
果 と学業成績 との 関連 に つ い て考察 した。つ まり、こ の 論文は、身体的特徴 とい う内的要 因と
深く関わ る側面 と知性と の 関係に 着目した もの で ある。 しか し、当初の意図とは異な り、彼女
は 身体と知性 の 関係 を問い なが ら別の 要因へ も視点を移 して い る こ とが注 目され る。
　例 えば、モ ン テ ッ ソ ーリが この論文の 中で 、「脳の 量 と知性の 発展と の 相関 に関する 研究に
高い 関心が集ま っ て 」n い た こ と を指摘 し て い るよ うに 、当時の イタ リアで は、知性の 問題 を扱
う際に 、脳の 量 とい う遺伝的生理 学的要因に注意が 向けられ、家庭環境や社会環境 と い う外的
要因に つ い て は あ まり関心 が寄せ られて い なか っ た。そ し て 、彼女自身も人類学研究を開始 し
た 当初 は こ の 研究動向に関心 をも っ て い た 。 15し か し、彼女 は こ の 論文の 中で 、知性 と脳 の 重
量 との 関係 を問 うこ とを進 めて い くうちにそ の無意味を実感し、「脳の 重 さは知性を測る役に は
立た ない の は確かで あ る」16 と明言 して い る。
　 また、モ ン テ ッ ソ ーリは知性の 問題 を考 える際 、「知的優秀性」に 関する定義が必 要だ が、
そ の 定義は時代や社会に よ っ て 異な っ て い る と い う点 も指摘 して い る。17つ まり、知性の 定義
が時代の 推移 と社会の 変化 に応 じて変わ っ て い る の で 、ど の ような状態 ・性質を優秀 な知性 と
し て捉える べ きか は明確 に な っ て い ない こ とを示唆して い る 。 こ こ で も、知性の 定義を左右す
る社会的価値 に 目が向け られて い る 。
　 さらに、モ ンテ ッ ソ ーリは知性の 形成 に 社会環境 が影響する こ と に 言及 し、当時の 社会環境
が知性の 発展 し うる可能性を排除して い る こ と、特 に労働者の可能性 を排除 して い る こ とを指
摘 して い る。 そ して 、階層差の 激 しい 社会の 中で は、劣悪 な環境 に育 つ 下層の 子どもが知性の
形成に関 して 不利な状況下に ある こ と を示唆 し た 。 18
　また、モ ン テ ッ ソーリは知性と訓練 ・教育の 関係に 関 し て も見解 を述 べ て お り、脳の 機能 は
遺伝的に受け継 ぐと い うよ りも成長期に 長期の 秩序だ っ た練習の 機会 を得 る こ とで脳の 発達が
促 され るこ と を指摘 し て い る。19
　つ ま り、身体と成績の 関係に着目したこ の 論文にお い て 、結局、身体 や遺伝的要因よ りも環
境 や練習 （教育 ・学習）、社会的要因や 環境 的要因の 方 に 目を転 じよ うとする傾 向を見る こ と
が で きる 。
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　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 早 田 ：モ ン テ ッ ソ ーリに よ る教 育学 的 人 類 学 研 究 の 諸 相
　モ ンテ ッ ソ ーリは 、こ の 論文にお い て以 下の諸点を提言 して い る。
　まず、知性の定義を明確に行い 、知的水準 を判断するた めの 「科学的方向性」を もつ こ とを
提言 して い る 。 また 、 知性水準の 多様 な要因 を 「複合的な視点の下で」把握するこ と、特に、
個 々 の 子 ど もの 置 か れて い る 「社会的状況一を考察す る こ とな どを提言 し て い る 。 20先 に指摘
した子 ど も 1人ひ と りの 個別的研究と い う視点、そ して 、子 ど もを取 り巻 く社会環境 に対す る
視点の 萌芽が こ こ に現れて い る こ とを確認で きる。
　こ の よ うに 、モ ン テ ッ ソ ーリは遺伝的要因 を重視す る形態学的人類学研究を出発点 と し、子
ど もの 身体状態 と学業成績 に着 目する研究を行お う と した が 、 学習や社会環境に 目を向け、知
性の 発達 は遺伝的要因よ りも学習 と関連 を持つ こ とを示唆する とともに、子どもの 社会的家庭
的環境条件が知性の 形成 に どの よ うに影響 を与 え るの か に 関心を見せ 、結論 と して 多様な視点
で知性の研究 を行 う必要性 を指摘 し た 。
3． 論文 「児童の 知的水準に及 ぼす家庭環境の 影響」の 目的 と内容
　こ の ような問題意識 を示 し た後 、モ ン テ ッ ソ ーリは さ らに論文 「児童の 知的水準に及ぼす家
庭環境の影響一教育に おけ る衛生及び教育学的人類学の 研究1 を発表 した e この論文は モ ン テ
ッ ソ
ーリに よる前の 論文で示 された問題意識 と関心 をさ らに深め発展 させ た もの と捉える こ と
が で き る。両論文は 同 じ1904年に書かれ た もの で あ る が、彼女の 関心が 遺伝的要因か ら社会的
要因へ と展開 して い く過程 を確認で きる重要な論文で ある と言え る 。
　子 どもを取 り巻 く環境条件の重要性を認識 した モ ン テ ッ ソ ーリは、こ の 論文 では 、知性の 形
成 と環境 との 関係、特 に家庭環境と の 関係に着目し調査 しよ うと した 。 階層格差 や職業格差 が
明確で あ り、家庭環境も著 しく異 な っ て い た 20世紀初頭の イ タ リアで の こ とで あ る 。 彼女は 当
時の 家庭環境の 相違 を示す い くつ か の指標を設定 し、子 ど もの 家庭環境 と学業成績が どの よう
に 関連 して い るか を検証しよ うと した。幼児教育で 広 く知 られ るモ ン テ ッ ソ ーリだが 、当初 の
関心 は学校教育 に あ り、また、貧 しい 子 ど もや働 く子 ど もに も関心 を寄せ て い た 。下層の子 ど
もの 発達格差 を問題 とする こ とか ら出発 して い る こ の 論文は こ の 二 つ の 関心 、すなわち、学業
成績 と家庭環境と を結びつ けて考察 しよ うと した もの で あり、こ の ような視点 自体が 当時と し
て は大変新 し い もの で あっ た、
　また、こ の 論文には もう 1つ 異な る視点が あ る．身長、体重、頭囲、胸囲な ど子 どもの 身体
状態 に つ い て 着目し、これ らの 点 と学業成績との 関連 に つ い て も考察 し て い る。こ れは 、 先述
した論文 「小学校児童の 知的地位 と身体測定上の 特徴 と の 関連」と連続する内容で あ り、デ ー
タ も一部共有 し て い る。子 どもの 身体の 形態に着目 し 、それ を実証 的に調査 し結果を考察する
と い う姿勢 は 、当時流行 して い た形態学 的人類学の 問題意識 と方法 お よび当時の イ タ リア で や
は り大きな流れ となっ て い た実証主義 （positiVismo）か ら影響 を受けて い る。21
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　調査は、1900年に ロ ーマ の 小学校で 実施 された 。モ ン テ ッ ソ ーリは ロ ーマ の男子小学校 3校
（1校は児童数1000名以上、 2校は児童数各々 約 500名と約600名）で 9歳一11歳の 「成績の 高
い 」児童 と 「成績 の低い 」児童を各ク ラ ス 2 名以下とい う条件で抽出 して もらい 、大 きく3つ
の テ ーマ に つ い て調査を依頼 した 。 年齢 を 9歳一11歳に 限定 し 、また、病気や他民族の 児童は
含ま な い と い う条件で集め られた児童は 「成績の 高い」児童35名 と 「成績の低い 」児童 39名で
あ っ た。モ ン テ ッ ソ ーリは、対象児童の数の少な さが調査の 欠点で ある こ とを認めて い るが、
少 ない こ とで か な り詳細 な研究が可能に な っ た と も述 べ て い る 。Z2
　 3 つ の 調査の うち、まず第 1の 調査は 、こ の 調査の 対象 となる 「成績の高い 」児童 と 「成績
の 低 い 」児童の 判断基準に 関する もの で ある 。 「教師がどの ような基準 で 児童の 成績の 高低を
判断 し た の か」 と い う質問に小学校の各教師が答え、文章で記入 し て い る 。
　第 2 、第 3 の調査は児童の 状態に つ い て 行われ た もの で ある 。 第 2 の調査は、児童の学習 ・
体育 ・遊び に関する もの で 、児童の 日頃の 活動を教師が判断 して その 結果 を文章 で 記入す る形
式で 実施 された 。 質問は全部で 12の項 目か ら構成 されて い る。 A ．学習に つ い て で は、1．子
ど もは集 中し て い る か 。授業に 関心 をも っ て い る か ？　 2．特別 注意 を引 く分野や テ ーマ が あ
るか ？　3．説 明を容易に理 解する か ？　 4。容易に 暗記 する か ？要す る時間　5．考 えは明瞭
か混乱して い るか ？暗記の 程度　6．作文の 成 果　7．算数 の成果　8．暗記練習の 成果、とい
う 9 項 目に つ い て調査 が実施 された 。さら に、B ．体育 に つ い て で は 、9．体育の 成果 a ．運
動能力 b．持久力に つ い て 調査 が な された 。 C ．遊びにつ い て で は、10．自由な集団遊び を好む
か 。 1人で い る か ？　 ll．自発的にす る遊びは何か ？　 12．空想する こ とは あるか ？と い う3
項 目に つ い て 調査 された。23
　第 3の 調査で は 、子 どもの 家族状況に 関す る聞 き取 り調査が な されて い る。設問は 、両親の
出生地、年齢、既往症 （結核、神経症 、ガ ンなど）、児童 が幼児期か ら患 っ て い る病気、児童
の 住所、家の 部屋数、家族数、父母の職業、収入 を得て い る他の 家族の 職業、児童が学校に昼
食 を持参す るか、それは少量か 多量 か 贅沢 に か 、持参 し な い 場合の 理由、放課後過ごす場所、
家か教育舎か路上か、など多岐 にわた っ て お り、教師 が家族 に質問 して得た答えを記入する形
で実施 された 。24
　第 1の 調査で は、各教師 は成績判断基準に関して それぞれ様々 な考 えを紙面で述 べ て い る。
し か し、内容は ばらば らで 、統
一
し た見解は な く、モ ン テ ッ ソ ーリは これ を一部紹介しなが ら 、
「こ れら の わずか な例 か らも、児童 を判断する教師の 能力が
一定で は ない こ と が 明 ら か で ある」
と述べ て い る 。 また 、師範学校で も 「教師が児童を科学的な基準で 判断するため に行うべ き準
備を欠い て い る」と述 べ て 、教師に よる成績判断基準が あ い ま い で あ る こ とを批判 し て い る。
25
し か し、自 らも判断基準 を持 っ て い るわ けで はな く、結局、小 学校 の 各教師の 判断 に従 っ て
「成績の高い 」児童と 「低 い 」児童が抽出 されて い る。小学校教師 が 自分自身の もつ 判断基準
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に従っ て 、日常的に子ど もと関わる 中で対象児童を選ん だ と考え られ る。しか し、実際に は ク
ラ ス 間の レ ベ ル の 相違が存在 し、モ ン テ ッ ソ ーリは教師が ク ラ ス の 中で 厂成績 が高い 」 とし て
選 んだ児童 が実質的に は成績が 「中位」か 「低い 」場合が あり、また、「成績が低い 」と して
選ん だ児童 に つ い て も実質 的な成績が 「中位」か 「高い 」場合が あっ た こ とを指摘 し て い る 。 26
前の 論文 「小学校児童の 知 的地位 と身体測定上の特徴 との 関連」で モ ン テ ッ ソ ーリは知性の 優
秀性 に関す る定義に つ い て の課題 を指摘 した が、以上 の ように、こ の 論文で は その定義を彼女
自身が充分行わな い まま研究が進め られて い る 。 また 、選ん だ教師の 判断に よ っ て 成績の 高低
の 振 り分けに も一部混乱が あっ た こ とを理解 してお く必 要は あ る 。
　さらに 、第 2、第 3の調査に お ける児童 に関す るデータ に 関 し て も、一部の 質問内容が プラ
イヴ ァ シ ーに 関わる ため 、児童の 親が必 ずしも完全な 回答 をし た訳で は なく、数値には不完全
なもの もあっ た こ とをモ ン テ ッ ソ ーリは認 めて い る。27
　調査の 時期は古く、こ の ように さま ざまな問題は あ るが 、こ の 調査 を基に書か れ た論文に は、
モ ン テ ッ ソ ーリが教育思想 を形成 して い く上で 重要 な視点 が含まれて い る。以下で は、教師の
判断基準の 曖昧 さが指摘 された第 1の調査 を除き、当時の 子 ど もの 状況の 一部が反映 されて い
る と考え られ る第 2 、第 3 の 調査に よる成果を （1）家庭環境 と学業成績、（2）子 どもの 体
格 と学業成績と い う 2 つ の 点か らまとめて み よう。
（1）家庭環境 と学業成 績
　モ ン テ ッ ソ ーリは子 ど もの 家庭環境 と学業成績 との 関連 に つ い て着目 した 。 そ して 、家庭環
境 を示す指標 として 以下の 点 を取 り上げた 。 「児童の 家族構成 （1部屋 あた りの 家族数）」、「父
母の 年齢差」、「職業階層」、「昼食摂取の 内容」、「放課後の 過ご し方」で ある 。
　子 どもを取 り巻 く家庭環境 を考え るため に、彼女は親の 職業階層だけで は な く、児童の昼食
摂取の 内容 、 放課後の 過ご し方、父母の 年齢差 まで 調査 して い る 。 この 中で 、モ ン テ ッ ソ ー リ
が子 どもの 学業 に影響を与え る要因の ユつ と して 父母 の 年齢差 を取 り上 げた 理 由は明瞭では な
く、そ の 妥当性 も不明で ある 。し か し 、 特に 、 昼食摂取 の 内容や放課後の 過 ご し方 と学業成績
を比較する とい う視点 は興味深い 。
　すで に述べ て きた よ うに 、現代の 先進諸国で も経済格差は ある 。 日本で もその 格差 が大 きく
な りつ つ ある と言われて い るが 、経済格差 に よっ て 栄養摂取の 面で も格差が起 きる と い う現象
は か なり少な くなっ て い る と推測 され る 、 しか し、当時の イ タ リア 社会 におい て、経済状況 と
子 どもの 栄養摂取量 には密接な関連 が あっ た，貧困層にお い て は栄養摂取量 も低 く、子 どもの
体格も劣る と い う状況が あ っ た の で ある 。 モ ン テ ッ ソ ーリは子どもの親 の経済状況と関連をも
つ もの と して 子 ど もの 昼食摂取の 状況 を調 査 し学 業成績 との 関連を問お うと し た と考 えられ る 。
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　まず第 1に、児童の 家庭の 住環境 （1部屋あた りの 人数）に関する調査 が行われて い る。結
果 は表一 1の とお りで ある 。
表一 1 児童の家庭の 住環境 （1部屋 あた りの 人数）28
　　　　　　　　　　成績の 高低
部屋 と家族数
「成績の 高い 」児童
　　 　 ％
「成績の 低 い 」児童
　　　 ％
1名に つ き 1 室以上 15．15 13．89
1名に つ き 1室 12．12 一
1 部屋あた り 1 〜 2名 39．39 19．44
1 部屋あた り 2 〜 3 名 15．15 30．55
1 部屋 あた り3 〜 4 名 　 8．3
1 部屋あた り 4 〜 5名 3．03 2．77
1部屋あた り 5 〜 6名 一 11．11
1 部屋あた り6 〜 7名 12．12 8．3
1 部屋あた り 8 名 一 5．55
1 部屋あた り 9 名
一 2．77
1 部屋あた り10名 一
一
1 部屋 あた り11名 3．03 2．77
　調査結果に よ っ て 、「成績の 高 い 」児童 が余裕の ある住居 に居住す る割合 （1 部屋 あた り 1
〜 2名）は 6割以上 と高く、その割合 は 「成績の 低 い 」児童の 2倍 以上 に達 し、また 、「成績
の低 い 」児童 が狭 い 住居 （1部屋に 3 〜11名）に居住する割合は合計する と 7割以上に達 して
い るこ とが示 されて い る 。 これ らの こ とか ら 、 モ ン テ ッ ソ ーリ は次 の よ うに述 べ て い る 。 「従
っ て、あ る ク ラ ス で 『成績の 高い 』児童 と 『成績の 低 い 』児童 と判断 された子 ど もの 間には 、
大変大 きな経済的相違が存在して い る」。29
　第 2 に児童の 栄養摂取の 状況 に つ い て 研究が な され て い る 。
　「昼食 な し の 児童」、「パ ン の み摂取の 児童」、「若干の 昼食摂取 の 児童」、「充分 な昼食摂取 の
児童」に 分類 して調査 が行 われた （表一 2）。
表一2　児童の 栄養摂取の 比較30
　　 　　　　　　 　　　　　　 成績 の 高低
昼食の 摂取
「成績 の 高い 」児童
　 　 　 ％
「成績の 低 い 」児童
　 　 　 ％
昼食なしの 児童お よび パ ン の み摂取 12 46．96
若干の 昼食摂取 12 30．89
充分 な昼食摂取 75．77 22．21
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　「成績の 高 い 」児童の 昼食摂取 に関 して は 、「充分な昼食摂取」が圧倒的に 多く約76パ ーセ ン
トで あっ た 。 「成績の低い 」児童に 関 しては 「昼食な し 、 また は、パ ン の み摂取」が約47パ ー
セ ン ト、「若干の昼食摂取」が約31パ ーセ ン トとあまり昼食を摂れな い 児童が 多く、 「充分な昼
食摂取の 児童」 はわずか に約22パ ーセ ン トで あっ た 。こ の結果か ら 、 モ ンテ ッ ソ ーリは 「成績
の 高 い 」児童 と 「成績の 低い 」児童 の間に は、栄養摂取の 面で も非常 に 大 きな相違が存在 した
こ とを指摘 し て い る。31
　第 3 に、親の 職業 に 関する調査が行われて い る （表一 3）。
　児童の父親の具体的な職業名 と母親が有職の場合その職業名 も調査 されて い るが、こ こ で は
紙面の 都合上、父親 の 職を専門職と その 他の 職業と して大まか に区分 した結果の み を紹介する 。
表一3 家庭 を支える仕事の 比較 32
　 　 　　 　　 　　 　　 成績 の 高低
職種
「成績の 高い 」児童
　 　 　 ％
「成績の 低 い 」児童
　 　 　 ％
父 　専門職 45．45 27．77
父 　その 他の 職業 54．55 72．25
母　有職 24．21 33．33
女性 と子 どもが職 を得て い る場合 12．12 27．77
　「成績の高い 」児童の 父親 につ い て 、専門職に就い て い る割合 は約45パ ーセ ン ト、そ の 他の
職業が 約55パ ーセ ン トとな っ て い る 。 一方 、「成績の 低 い 」児童の 父親 に つ い て 、専門職 が少
な く約28パ ーセ ン ト、その 他の 職業が約72パ ーセ ン トとな っ て い る。また 、母親が就労 して い
る割合 は、前者が約24パ ーセ ン ト、後者 が約 33パ ーセ ン トとな っ て い る 。 ただ し、こ の 数値 に
関する モ ンテ ッ ソ ーリの 言及 はな い 。
　第 4 に 、児童 が放課後過 ごす場所に つ い て 調査が行 われて い る （表一 4 ）。
表一4　放課後過 ごす場所の 比較 33
　　　　　　　　　　　 成績の 高低
過 ごす場所
「成績の 高い 」児童
　　 　 ％
「成績の 低 い 」児童
　　　 ％
家庭 で 過 ごす 82．35 43．2
教育舎で過 ご す 『 10．8
路上 で過 ごす 17．65 46．0
　「成績の高い 」児童は、放課後過 ごす場所 とし て
一
家庭で」が最 も多 く約82パ ーセ ン ト、「路
上 で 」は約 18パ ーセ ン トとな っ て い る 。 それに対 して 「成績の 低 い 」児童 は、「家庭で 」が約
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43パ ーセ ン ト、「教育舎で」が約 11パ ーセ ン ト、「路上で」が約46パ ーセ ン トとな っ て い る。
　こ こで モ ン テ ッ ソー リは貧困層の 子 どもの 約 74パ ーセ ン トが路上に い る こ とを算出 し、これ
らの 子 どもが放課後過ごす場所の検討の必要性 を指摘 して い る。 34
　第 5 に、親の 年齢差に つ い て 考察 されて い る （表一 5）。
表一5　父母 の 年齢差の 比 較35
　　　　　　　　　　　成績の高低
年齢差
「成績の 高 い 」児童
　　　 ％
「成績の 低い 」児童
　　 　 ％
10歳未満 80 60
10歳以上 20 40
　親の 年齢差 は 10歳未満 と10歳以上 に区分 されて調査 されて い る。モ ン テ ッ ソ ーリは父母の年
齢差 と子 どもの 成績との 関連を問う理 由に つ い て も、また、こ の よ うに区分する理 由に つ い て
も記 して い な い 。
　表一 5で は、「成績の 高い 」児童 に関 し て 、父母の 年齢差 10歳未満の 場合が多く80パ ーセ ン
トで あ り、年齢差 10歳 以上の 場合が約 20パ ーセ ン トで あ っ た 。 「成績の低い 」児童 に関 し て 、
父母の 年齢差 10歳未満の 場合が 60パ ーセ ン ト、年齢差 10歳以上の 場合 が約 40パ ーセ ン トで あ っ
た こ とが示 されて い る 。 こ の 結果 を基 に 、モ ン テ ッ ソ ーリは、「父母 の 年齢差 が 10歳以上 の場合、
『成績の 低 い 』児童は 『成績の 高 い 』児童 の 2倍に達 し て い る」36と指摘 して い る 。 しか し、 彼
女は こ の 結果に関する それ以上の 分析や言及 を行 っ て い な い 。
（2 ）子 どもの体格 と学業成績
　こ の 論文 で は 、子 どもの 身体状態 と学業成績 に 関 し て も調査 されて い る 。 子 どもの身体状態
を把握するため に モ ン テ ッ ソ ーリは身長 、体重 、胸囲 、 頭囲の 4項 目を調査 した値を紹介 し て
い る。結果 は以下の とお りで あ っ た （表一 6）。
表一6　身体測定37
　　　　　成績の 高低
項 目
「成績の 高 い 」児童 「成績の 低い 」児童 差
体重 28Kg． 26Kg ． ＋ 2K 忌
胸囲 581mm ， 616mm ， 一35mm ．
身長 1．29m ． 1．29m ．
頭囲 524mm ， 519mm ． ＋ 5mm ．
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　「成績の 高い 」児童の 体重は28キ ロ グ ラ ム で 「成績の低い 」児童 の 26キ ロ グ ラ ム よりも 2 キ
ロ グ ラ ム 多く、頭 囲も524ミ リメ ー トル と 「成績の低い 」児童の 519ミ リメ ー トル よりも 5 ミ リ
メー トル 多か っ た 。 身長は両グ ル ープ同 じで 129セ ン チ メ ー トル で あっ た 。 胸囲に つ い て は「成
績の 低い 」児童が優位に あ り、「成績の 高い 」 児童の 胸囲581ミ リメ ー トル よりも35ミ リメ ー ト
ル 多い 616ミリメ ートル で あっ た。
　モ ン テ ッ ソ
ー リは これ らの 数値 につ い て 、「実際、「成績の高い 』と判断された子 どもは 、栄
養面 に 関し より好ま しい 条件下で生活 して お り、多い 体重 を示す とい う結果にな っ て い る」38 と
指摘 して い る 。 一方 、こ の 調査 にお い て、胸囲の点だけは 「成績 の低 い 」児童の 方 が優れて い
る こ とが指摘されて い る。他の 調査 項目の ほ とん ど に関 して、「成績 の 高い 」児童が優位 を示
して い た が 、 この項 目に 関 して は逆の 結果が示 されて い る。こ の 点 に関し、モ ンテ ッ ソーリは
「有利 な出生条件 は、食事と休息 を提供するが、通常の 健康 な身体的発達に とっ て 重要な要因
で ある酸素と肺の 運動を取 り去 る 。劣 っ て い る胸囲は閉 じた 環境 で 1 日中机 に背中を丸 めて 座
っ て い る生徒 、学生 、 被雇用者に見 られ る」39と述べ て い る。つ まり、富裕な階層に生 まれ経済
的に豊か な条件の 下で 育 つ 子 どもに は部屋数や栄養や休息の 場は保証 されて い る が 、放課後は
家の 中で過 ごす こ とが多 く、身体 を鍛 え る機会はむ しろ少な く胸囲の発達に は マ イナス に なっ
て い る こ とを指摘して い るの で あ る。
　以上の 調査結果か ら、モ ン テ ッ ソ ーリが明確 に指摘 して い る内容 をまとめ る と、第 1の 調査
結果か ら成績の 高低 と経済的格差の 関係が指摘 され、第 2 の調査結果 か ら 「成績の 高 い 」児童
が栄養摂取の 点で よ り好 ま しい 条件下に あ っ た こ と が 指摘 されて い る 。 さ らに第 4の 調査結果
か ら 「成績の 低 い 」児童 が放課後路上で過ごすこ とが 多い こ とが指摘 されて い る。 さらに 、第
6の 調査結果か らは 「成績の 高い 」児童 が体重 に関 し て 優位 を示す こ と、「成績の 低い 」児童
が胸囲に関 して優位 を示す こ とが指摘 されて い る 。4°
　言い 換え る と、「成續の 高い 」児童 はより多 くの 栄養と より良い 住環境を享受する こ とが多
か っ たが、胸 囲を健康的に発達させ る機会は少なか っ た。一方、「成績 の低 い 」児童 は劣悪な
住環境 に住む こ とが 多 く、よ り少 な い 栄養 （昼食）摂取の ため体重 は少な い 傾向に あ っ た が、
外で 自由に活動する機会が多 く、胸囲の 発達 が促 された 。
4．補償教育の視点 と 「自由」「選 択」「活動」の 原則
　こ の ような結果をもと に、モ ン テ ッ ソ ーリは教育の 新 し い 方向性 を示す提言や示唆的発言 を
し て い る。
まず第 1 に、下層の 子 ど もに対す る補償教育の 視点 が 示 されて い る 。
　こ の 調査 に よっ て モ ン テ ッ ソ ーリは家庭環境の 状況 が子 どもの 成績の 高低に 関わる とい う結
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果を得 た。そ こ で 、「社 会的な出 自に よ っ て 通常 の 発達の 生 理 学的条件や知的環境が 左右 され
る子 ど もを評価する こ とは正 しい で あ ろ う か 」41 と指摘 して い る 。 さらに 、「頭脳の 精神的発達
を妨 げる よ うな知 的か つ 道徳的な面で 悲惨な環境の 中で 生 き る者」や 「社会的悲惨の 中で生 き
る者を見下げた り、罰するこ とは正 しい で あろうか」と述べ て い る 。
42つ まり、 出身階層の 環境
が子 どもの 成績や心身の 発達に影響を与え る中で 、彼女は その 状況をその まま受 けい れて子 ど
もを評価す る こ と の 妥当性に つ い て疑問を表明 し た。劣悪 な環境の 下で 生活せ ざる を得ず、そ
の生活状況 を引 きずっ て 学校 に 来 る児童に対 し、教師が学校の 文化や規範に合わな い と して単
に 罰 し た り、その ままに して 見下した りする ことの 問題 を指摘 したの で ある。
　さ らに、彼女は 「個人の意志の 力は、どうして その ような条件下で 抑 えられ、従属 しな い で
あろ うか ？」43と述べ 、意志の 力も環境 に左右 され るの で 、劣悪な環境下に ある子 どもは勉学意
欲を持 っ て い て も環境に よ っ て意欲を抑制 されて しまう可能性 を示唆 し て い る。
　そ こで 、モ ンテ ッ ソ ーリは、子どもに とっ て 「教育者だけが こ の 問題 に組す る訳で は な い が 、
しか し、とりわ け学校」が重要 な場所で あり、「満た され た子 どもの側 と と もに窮乏する子ど
もの 側に 立 っ て 」教育す る こ との 大切 さを指摘 し た 評 こ の よ うに 彼女 は 、それ ま で あ ま り顧 み
られな か っ た下層の 子 どもの 立場 に立 っ た 学校教育の あ り方 を模索 しよ うとする立場を表明 し
て い る 。 そ の 際、彼女は環境条件の 大 きな格差の 中で 育 っ て い る者 を同 じ土俵で競争 させ て も、
子どもが や る気 を失 っ て し ま うと考 えた 。 麻痺患者と活発な ラ ン ナ
ーに 同 じ競争をさせ て 、賞
の 獲得 を同 じよ うに促すこ とは不合理 で あり、こ れで は 「ラ ンナーは賞を獲得す るために努力
をせ ず、麻痺患者 は自分 の 無力 に落胆す る ことに な る」
45 と指摘して い る 。 この よ うに、モ ン テ
ッ ソーリは、子 どもが それぞれの 立場 に合 っ た努力がで きる よ うな環境作 りを学校が実施 し て
い くことの大切さを示唆 して い る。こ こ に は、子 どもの 個別の 意欲や状況 に合わせ た教育を志
向 したモ ン テ ッ ソ ーリの 基本 的原則の 原型が見 られる 。
　すで に 、彼女は前の 論文 「小学校児童の 知的地位と 身体測定上の 特徴 と の 関連」で 当時の 教
育方法が 「眠 っ て い る知性 の 自発的伸長 を助 け る よ りもむ しろ抑圧」
46 して い る と批判 して い た
が 、こ の 論文で は、学校を単に批判す るだ けで はな く、子 どもの 状況 に合わせ た教育 に よ っ て
埋 め合わせ るべ きとい うさらに 前進 した 見方 を提示 して い る こ とが確認で きる 。 すな わち 、 彼
女 は精神上健康上有害な環境に よ っ てすで に様 々な不利 を被 っ て い る子 どもに学校が低 い評価
を与えて片付けて しまうの で は な く、学校自体 が子 ど もの 不利を教育の 場で個別 に補償 して い
くこ との 重要性 を認識 した と言 え よ う 。
　モ ン テ ッ ソ ーリは 、補償の 具体的方法 と し て 、こ の ような子 どもの 個別な事情 に合わせ た教
育環境作 りと と もに 、貧困な子 どもの 栄養不足 を補うため に学校や教育施設で の 栄養の 補給 も
提言 し て い る。 彼女 は、「子 ど もの力や意志能力を適切な方法で 発展 させ なが ら、もし教育 に
よ っ て個人 を環境に適合 させ よ うとす るな ら」、栄養摂取 の 点で も格差が つ い て い る 「学校の
児童 に充分 な栄養を与え る必 要が ある揮 と述 べ て い る e
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　第 2 に 、この論文に お い てモ ンテ ッ ソ ーリは教育学的人類学の データ を通 して教育の 新 しい
方向性を見出 して い る 。
　彼女は学校や教育施設で の 栄養補給 を提言 したが 、しか し、一方で 「教師に よ っ て 与え られ
る ス ープ は、失 われた 自由な休息 を補償 し うる で あろ うか 。 一日の 多くの 時間、安 らぎを与 え
るよ うな 自由な空気 を」48と疑問 を呈 し 、 栄養や 保護だけで は子 どもに とっ て 休息 をもた らさな
い こ とを示唆 し て い る。
　それは、当時、設立 の 機運が高ま っ て い た子 どもの 保護施設 を想定 し て 述べ た もの で ある 。
それに つ い て 、 モ ン テ ッ ソーリは 「確か に市民的道徳的側面か ら路上 に放 っ て おかれて い る子
どもを守 る施設は重要 で ある。その ような保護 は社会的に不利な出自に よっ て圧力を受けて い
る人々 に対す る非難の 増大 を起 こ さない 」49と述べ 、 こ の 施設 の 設置に一定の理解 を示 し たが 、
単に栄養を与え るだ けで強制 と支配の 中で は得 られ るもの がな い こ とを認識 し て い た 。
　 モ ン テ ッ ソ ーリは、「成績 の 低 い 」児童が胸囲の 点で優れて い た こ と を示すデータに着目し
て い た。彼 らの 栄養摂取量 は概 して 少 な く体重 も少な い が 、胸囲に関して は優位を示 し て い た。
この点に関 して、彼 らが放課後戸外 （路上）で過 ごす時間が長い こ とが 「身体的に は有効 に働
い て い る」50 と述 べ て い る。こ の ように 、モ ン テ ッ ソ ーリは 、戸外活動が貧しい 子 どもの 栄養摂
取 の 不足 を補 い 、身体的な発達に効果 を与えて い る こ とを、 言い 換えれば、自由な戸外で の 活
動 の 意義を、教育学的人類学研究を通 して発見して い る。
　さ ら に 、外で 自由に 好きな こ とを選ん で 遊ぶ こ とが真の 効果的な休息 にな っ て い ると い う効
用 を次の よ うに指摘 して い る 。
　「自由に選択 して 遂行 され る活動は真の 効果的な休息にな っ て い る 。 そ の ような休息 は栄養の
欠乏や健康 に悪 い 衛生 条件な どに よ っ てすで に こ の ように限定 されて い るエ ネル ギーを消耗さ
せ るよ うな強制的な働 きに よっ て は もた らされな い 」51。
　この発言は、後の モ ン テ ッ ソ ーリの教育活動の 基本原則 を想起 させ る。強制 された活動 を批
判 し、「自由に 」「選択 し て 1 「活動す る」 こ と を重視する こ の 発言には 、後に確立 され る教育
思想の 基本原則がすで に含まれて い る こ とが理 解で きる の で ある。
　こ うして 教育学的人類学研究の データ は モ ン テ ッ ソ ーリに新 し い 教育の あ り方を考え る た め
の 鍵 とな る情報を与えて い る 。 教育学的人類学は 、もともとは遺伝的形質を重視す る思想か ら
出発 し て 身体 に着目し、モ ン テ ッ ソ ーリもすぐ前の 論文 「小学校児童 の 知的地位 と身体測定上
の 特徴 と の 関連」で はそ の傾向をも っ て い た の だが 、本稿で検討 し た論文に お い て は身体が環
境や経験 との 関連で 捉 えな お されて お り、後の 教育思想の ヒン トにな る情報に繋が っ て い くこ
とが理解で き るの で あ る 。 こ の た め彼女 は 、
一
教育の 改革 に 関 し て 考 え る人 は教育 学的人類学
の この ような積極 的なデ ータを考慮 に入れ るべ きで あろ う」52と述べ て い る 。
　モ ン テ ッ ソ ーリはその 後刊行 した 『科学的教育学の方法』で 、教育学的 （形態学 的〉人類学
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を直ちに科学的教育学 とみな して しまうこ とを批判 し、人間測定や 心理測定 をする こ とだけで
学校の 改革を引き出せ な い と指摘 し た 。 53し か し、こ の ような研究を初期に は実際に行 い 、そ こ
か ら当時の 教育問題 を明らか にする とと もに 、 新た な思想の 土台 を形成 して い るこ とが確認で
き るの で ある 。 54
　 こ の よ うに モ ン テ ッ ソ ーリに よる初期の 教育学的人類 学研究の 内容を検討する こ とに よ っ て 、
「子 どもの 家」の 教育に取 り組む前の この時期に、モ ン テ ッ ソ ーリは下層 の 子 どもの 補償教育
と い う観点を得 るとと もに 、個々 人の 能 力や意志の 力 を適切 な方法で 個別的に 発展 させ る方向
性を見出 して い た こ とが理解 で きる。
　こ れ らは 、その後、自由 ・自発性の原理 、活動の原理 と して発展 する。また 、モ ン テ ッ ソ ー
リ は知的障害児教育研究を通 し て 感覚教育の 原理 も確立 し た が 、 感覚と い うすべ て の 子 どもが
生 まれなが らに して もつ 機能 を利用 し、感覚を刺激 して 子 どもの 興味 を引 き出 しなが ら、障害
児 だけで はな く文化的に恵 まれない 子ど もに対 して、子ど もを取り巻く劣悪な環境 に よる不利
や生 まれな が ら の 障害 を補償す る教育を実施 し て い っ た こ と も、 こ の 時の モ ン テ ッ ソ ーリの 問
題意識が基本に な っ て い る と考 え られる の で ある 。
終わ りに
　本稿で取 り上 げた モ ンテ ッ ソ ーリの 論文に は、彼女が知的障害児治療教育に携わ っ た後、小
学校で の 調査 を行 っ て い た頃の 思想が反映 されて い る 。 こ の 論文を検証す る こ と に よ っ て 、モ
ンテ ッ ソ
ーリが環境に恵 まれな い 子 どもに対す る補償教育の 視点や 「自由」「選択」「活動」と
い う教育思想 の 基礎 と なる視点を得 た こ とが明 らか に な っ た 。
　階層格差 に よ っ て初等教育の 就学率や栄養摂取の 差 が もた ら されて い た時代に 、モ ンテ ッ
ソーリは子どもの 能力が子 どもを取 り巻 く環境条件に よ っ て大 きく左右 されるの をデ ータに よ
っ て確認 し、その よ うな理由で 生 じ て い る能力格差をその まま評価 した り非難する の で はな く、
教育その 他 の 条件 を改善す る こ と で 、社会環境や家庭環境 に よる影響をで きるだけ少な くする
こ との 必要 を認識 し た 。
　 ヨ ーロ ッ パ で は長 く、知能は遺伝的に定 め られた 固定的な もの と捉え られる傾向に あ っ た 。
モ ン テ ッ ソ ーリも遺伝的要因に対する関心 をもっ て形態学的人類学の 研究 を進め て い た。し か
し、彼女は この 研究に よ っ て遺伝的要因よ りもむ しろ社会的要因の 重要性を徐々 に認識する よ
うに なっ た。そ して、子 どもの 能力格差 は階層差の激 しい 社会を反映 して 生 まれ、貧 し い 子ど
もを取 り巻 く環境 が劣悪 なた めに学業成績がふ るわない と捉 えた。社会環境の低さが学校 にお
け る地位の低 さに反映 して しま う現実 をその まま放置 して お か ず、環境 や教育 を変 える こ とで
子 ど もの 能力開発を進展させ る必要性 を考える よ うにな っ た 。
　彼女は こ の ような認識か ら、「出生時 に異なる社会的条件の 下 に置か れる人間に ますます深く
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越 えがた い 溝 を穿つ 」55ような 教育を批判 した 。 それは は か らずも教育 の 「再生産機能」を指摘
する結果にな っ て い る 。
　し か し 、 現代社会で も指摘されて い る教育の 階級再生産の 問題 は、それ を指摘するだ けで は
問題 は解決 しな い 。 また 、 教育を回避すれ ば さらに格差は広が る。 厳然 と存在する階層格差や
経済格差 に影響を受ける子 どもの 能力格差 に 対 しど の よ うな形で対峙 して い くか が重要 で ある。
こ の ような格差 は、 1つ の 国 、 1 つ の 地域 の 問題 に限 らず 、 世界の 地域格差 、南北格差 の 問題
と深 く関わる の で あり、モ ン テ ッ ソ ーリの 指摘か ら 1世紀 を経過 し た現在 も大 きな 問題 と して
引き続い て残存 して い る 。
　近代社会と い う競争社会の 中で、競争 を取 りやめるこ とはで きな い 。 し か し 、 知性は競争の
ために だけあるの で は な く、問題の 所在 を認識 し、解決策を模索 し、平和 を維持 し、人権を擁
護す るために使われ る もの と して ある 。 多くの 子どもや大人が 、こ の 構造の 中で 、知的能力を
身に付け る機会を得 られない こ とに よ っ て 様々 な不利 を蒙 っ て い る 。 それは経済活動上の 問題
だけで は なく、自身が 人権や平等の 思想 に浴 さな い と い う不利 、あるい は 自分の 無知故 に他者
の 人権や平等を侵 し か ね な い と い う問題で もある。
　人 々が競争に勝 つ ため や経済活動 を有利 に 行 うため だ けに能力を用 い るの で はな く、自分以
外の ひ と の 幸福 や人権 に思い をはせ 、自分以 外の 宗教や文化 を理解 し、人間以外の 環境や動物
の た めに で きる最善の あり方を考え る 。 こ の ため の 知恵は昔 なが らの 生活の 中の 知恵の 中に、
あるい は 、未開の 思想や 土着の 思想の 中に 自覚的ある い は無自覚に含 まれて い るこ と もあるの
は否定で きな い が、科学的に複合 的に 、全世界的に考 え る知性 はむ しろ近代的な知の 中に ある
の で はない か 。「ある」 と言 うより近代的な知性の め ざす方向で ある と考 え る 。
　 こ の 近代的な知性を得る上 で の さまざまな環境上の 不利 を、少 しで も補 う こ とを考 える こ と
が必 要で あ る と思われ る。そ の ような補償教育は さ まざまな形がありうると思 うが、い ろい ろ
な形で少 し で も補償で きる ような体制 を作る こ とが重要で ある 。 モ ン テ ッ ソ ーリは、教育の 階
級再生産機能 を指摘するに とどま らず、それ を解決す るた めの方策を模索しよ うとし た。そし
て 、そ の 後の 研究で 感覚教育を中心 と した教育思想 と方法 を発展 させ て い っ た。さ らに単な る
補償教育で はな く、子 どもの 生命力 を生 か し伸ばす ため の 教育と い う方向性 を得た 。モ ン テ ッ
ソ ーリが女性や働 く子 ど もや障害をもつ 子 どもに 目を向けて い た こ と、多様 な学問思想か ら多
様 な視点 を総合的に採 りい れた こ とな ども深 く関わ っ て い る と考え られ るが 、本稿で は、劣悪
な環境に取 り囲 まれて い る子どもに対する補償と い う視点の 形成の き っ か けを初期の 教育学的
人類学研究か ら得た こ とが明らかに な っ た。
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